
 

ＪＭＲＣ東北１２－００４ 

第１５３回ＪＭＲＣ東北運営委員会 

 

議       事       録  

 

日時：２０１２年２月１９日（日）１３：００～１６：３０ 

会場：藤村運送内会議室（盛岡市） 

議案：１号 第１５２回議事録（案）の確認 

２号 第３５回ＪＭＲＣ東北通常総会について 

２０１１年度決算報告及び２０１２年度予算案等  

３号 ＪＭＲＣ全国協議会よりの支援金について 

４号 ２０１２年度活動計画について 

５号 その他 

報告：１．全国協議会 ２．専門部会 ３．各支部会 ４．その他 

出席者：佐藤委員長（宮城）仲野副委員長（山形）藤村顧問（岩手）古川委員（青森）高橋委員・伊藤委員・山本

委員（秋田・ラリー部会長）植松委員（山形）須田委員（福島）高橋委員（レース部会長）柳本委員（ダ

ート部会長）加藤委員（審査員部会長）畠山氏（福島）小野事務局長 

議事録 佐藤委員長が議長で会は進行した。事務局より委員の出欠の報告がなされた。 

議案１、出席委員により確認が行なわれ、一部訂正する事で承認された。 

みちのくレーシングクラブの飯塚代表がお見えになり、同クラブ所属の伊藤雅樹氏（委員）の事件に付いての説明

と謝罪があった。詳しい状況はわからないとの事であった。 

続いて藤村顧問より関連して発言がなされ、保釈後本人より事情等の報告をさせるとの事であった。 

議案２、議長の求めで、事務局より総会に付いて日時会場等の確認がなされた。続いて一般会計報告がなされ、委

員より確認や表記等の指摘事項があり説明や訂正を行い承認された。２つの共済会の収支報告が行われ承

認された。以後、会計監査を受け総会で報告する事とした。 

続いて予算に付いての審議は活動予定等を見ながら検討して行くこととした。又、前年度の総会での予算審議の件

についての質問があり、委員長より昨年は震災などの大きな出来事があり審議できずにいたことが説明な

され本日審議する事とした。 

事務局より予算案が提出され審議された。必要に応じて支援金の扱いに付いても審議された。収入が厳しい状況が

続く事を考慮し、多くの意見が出され、慎重に審議された。事務局委託料を削減、各部会特に審査員部会

よりの活動見直しの提案があり専門部会・支部会の予算の増額を検討した事、オールスターケータリング

の予算の追加が提案された。活動費に付いては今こそ頑張ってもらう必要があり、今後の回復の基礎を作

ってほしい事、その為に少しでも予算をとの意見が多く増額する事とした。事務局費の見直しは他の地域

の額や事務局の準備している備品等一概に削減はとの意見や、佐藤委員長より事務局に依存している部分

が多く今後の会の運営に影響無い様にしてほしい事の発言がなされた。小野事務局長より今年度は震災等

大変な時期と考え委託料を辞退しました、来年度も格段に良くなる事は無いと考えますので取りあえず半

額でお願いしたいとの申し入れがあり、全会一致で承認された。今後は当分の間そのままとし、状況が良

い方向に向かったら見直をすこととした。 

議案３、継続審議の支援金に付いては、主催者や支援・施設の支援・会員に直接支援・間接支援など多くの意見が

あり、又各事情や状況の違い、何より資金には限りがある事など考慮すべき点が多く、検討の結果、まず

表彰式の全額支援を決め、続いて昨年同様に JMRC東北シリーズ（認定）主催者の支援を決め、次に各県

などで行われている JMRCシリーズ（承認）はシリーズ表彰式の支援を行う事を決定した。但し資金に限

りがあるので、上限を設けることとした。 

議案４、表彰式のあり方に付いても意見が述べられたが、JAF 側との関係もあり式典の内容などを検討して申し入

れを行う事とした。写真の席次に対しての意見もあり JAFと JMRCと別撮りも検討する事とした。 

報告１、 全国：小野副委員長より、全国は２月２８日に開催されるので次回にほうこくする。 

報告２、ラリー部会：山本部会長より、３月６日に振興委員会がある事、昨日部会が行われ、クラス区分は変更な

し、ポイントに付いて変更した事、今年のオールスターラリーは北海道で開催されるので今年のエントリ
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ー費を１．０００円上げてオールスターに参加する方に補助する事が報告された。 

レース部会：高橋部会長、資料を基にシリーズのカテゴリー等の説明がなされた。 

ジムカーナ部会：植松副部会長、JMRC東北南シリーズの見直しが報告され SUGOの大会を全４戦入れシ

リーズ６戦とする事、JMRCシリーズのタイヤは外国産も OKとしたことが報告された。前会の決定と違

うのではとの質問等が出たが部会の意向を尊重するとの事であった。 

ダートトライアル部会：柳本部会長より、前回以後特になし。全国の推進会議に伊藤部会長と出席したこ

とが報告された。 

審査員部会：加藤部会長より、各カテゴリーごとに人選をして北南に分かれて３回ぐらいは会議を行い裁

定の統一化を図りたいとの計画が報告された。 

報告３、役員の変更をした支部があり総会で報告する事とした。 

報告４、ジムカーナのオールスターに御礼のりんごを送った件について確認されたが、今後無とした。 

最後に委員長より、フェスティバルの持点制に付いての提案、クラブのあり方では統合化を避けクラブの細分化を

し、頑張って活動をしてほしい事などの話がなされた。 

議長より「長い時間お疲れ様でした」とのねぎらいの言葉があり、閉会が宣言され閉会した。 

２０１２年２月１９日                                  議長 佐藤栄一 


